
　
大
阪
府
立
大
学
は
大

学
法
人
化
以
降
、
活
発

に
産
学
連
携
を
推
進
し

て
き
た
。
共
同
研
究
は

継
続
も
含
め
、
年
間
３

５
０
件
に
上
る
。
こ
の

成
果
か
ら
不
景
気
の
中

で
も
外
部
資
金
の
獲
得

状
況
は
右
肩
上
が
り
。

昨
年
、
科
学
技
術
振
興

機
構
の
公
募
採
択
件
数

は
年
間

件
を
獲
得

し
、
日
本
一
に
な
り
、

取
り
組
み
が
全
国
的
に

注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
要
で
も
あ
る
地
域

連
携
研
究
機
構
、

世

紀
科
学
研
究
機
構
の
機

構
長
も
務
め
る
安
保
正

一
副
学
長
に
大
学
の
特

色
、
地
域
で
の
連
携
に

つ
い
て
聞
い
た
。

泉
大
津
商
工
会
議
所

堺
商
工
会
議
所

高
石
商
工
会
議
所

大
阪
府
立
大
学
安
保
正
一
氏
副
学
長

南
大
阪
地
域
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中
小
の
共
同
受
注
推
進

市
の
「
課
・
室
」
迎
え
入
れ

観
光
地
づ
く
り
進
め
る金融機関とも連携「産学官金」体制が特徴

地
域
を
つ
な
ぐ
秘
訣
は
？

が
ん
ば
る
企
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　　 ２０１２年 平成２４年 ４月２５日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
堺
商
工
会
議
所
は
大
手
企

業
の
求
め
る
製
品
製
造
・
加

工
な
ど
の
案
件
に
対
し
、
中

小
企
業
数
社
で
共
同
受
注
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
４
月
か
ら
は
モ
ノ
づ

く
り
の
マ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
加
わ
り
、
取

り
組
み
が
本
格
化
し
て
い

る
。
商
工
会
議
所
が
立
ち
上

げ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
堺
技

衆

さ
か
い
わ
ざ
し
ゅ

う

」
の
認
定
企
業
を
核
に

据
え
、
年
間
３
―
５
件
の
受

注
獲
得
を
目
指
す
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
技

術
的
な
こ
と
が
分
か
り
、
大

手
企
業
に
パ
イ
プ
を
持
つ
人

物
を
採
用
し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
大
手
の
ニ
ー
ズ

を
探
り
、
協
業
で
応
じ
ら
れ

る
中
小
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
結
び
つ
け
る
。
会
員

企
業
か
ら
販
路
開
拓
支
援
の

強
化
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
加
え
て
取
引

の
成
立
を
重
視
す
る
体
制
作

り
を
進
め
て
き
た
。

　
一
方
、

―

年
度
ま
で

毎
年
１
回
、
堺
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
開
い
て
き

た
「
大
産
業
祭
」
を
今
年
度

は
堺
商
工
会
議
所
が
単
独
で

月

、

日
に
開
催
す

る
。
骨
子
は
固
ま
っ
て
い
な

い
が
、
一
部
消
費
者
向
け
の

出
展
を
し
な
が
ら
、
堺
の
食

品
業
者
と
バ
イ
ヤ
ー
の
結
び

つ
け
を
図
る
。
堺
の
地
元
飲

食
店
で
構
成
す
る
フ
ー
ド
コ

ー
ト
な
ど
も
開
設
す
る
。

　
過
去
の
大
産
業
祭
は
２
日

間
で
５
万
人
が
来
場
す
る
規

模
で
、
そ
の
後
に
出
展
者
が

百
貨
店
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば

れ
る
な
ど
販
路
開
拓
の
実
績

も
。
今
年
度
は
グ
ル
メ
テ
ナ

ン
ト
も
含
め
、

―
１
０
０

社
出
展
の
見
通
し
と
い
う
。

　
泉
大
津
商
工
会
議
所
は
４

月
か
ら
商
工
会
議
所
の
事
務

局
内
に
泉
大
津
市
の
産
業
政

策
課
と
港
湾
振
興
室
を
迎
え

入
れ
た
。
目
的
を
同
じ
に
す

る
業
務
の
効
率
化
と
合
理

化
、
商
工
会
議
所
会
員
や
市

民
の
利
用
者
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
図
る

狙
い
だ
。

　
補
助
金
申
請
な
ど
で
両
者

を
行
き
来
す
る
必
要
が
な
く

な
っ
た
ほ
か
、
住
民
票
な
ど

の
取
得
も
会
議
所
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
港
湾
振
興

も
よ
り
協
力
し
て
取
り
組
め

る
と
い
う
。

　
商
工
会
議
所
は
市
と
近
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
で
協
力
で

き
る
と
期
待
を
寄
せ
る
。
開

か
れ
た
市
民
会
議
所
を
目
指

し
、
連
携
し
て
事
業
計
画
や

予
算
を
立
案
し
、
地
域
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
く
考
え

だ
。

　
商
工
会
議
所
の
事
務
局
内

に
市
の
人
員
が
席
を
置
く
の

は
全
国
初
と
い
う
。

　
高
石
商
工
会
議
所
は
産
業

観
光
に
力
を
入
れ
る
。
６
月

日
に
開
く
「
堺
泉
北
港
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会
」
の
前

夜
祭
を
兼
ね
、
工
場
見
学
や

物
産
展
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

る
。
練
習
艇
が
出
る

日

に
、
船
で
工
場
に
渡
り
、
大

手
２
社
の
工
場
を
見
学
す

る
。
見
学
後
は
夕
日
１
０
０

選
に
選
ば
れ
た
場
所
で
夕
食

会
を
開
い
た
あ
と
、
昨
今
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
工
場
夜

景
を
見
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組

む
。

　
今
回
の
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

大
会
は
世
界
選
手
権
の
２
次

選
考
会
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
集
客
に
期
待
が
集
ま

る
。

　
産
業
観
光
ツ
ア
ー
は

人

程
度
を
募
集
す
る
予
定
で
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
、
高
石
市
に
観
光
地
を
作

り
出
し
て
い
く
考
え
だ
。

▲大
阪
府
立
大
学
中
百

舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス

堺
市
中
区

、
木

々
に
囲
ま
れ
た
構
内

に
は
最
新
の
研
究
施

設
が
集
ま
る

　
　

　
―
南
大
阪
地
域
の
特
色
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま

す
か
。

　
「
南
大
阪
に
は
堺
市
を
中

心
に
中
小
企
業
が
多
く
立
地

し
て
い
る
。
大
阪
府
立
大
学

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
中

小
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
。

企
業
の
要
望
は
よ
り
競
争

力
、
付
加
価
値
を
つ
け
た
い

と
い
う
も
の
が
多
い
。
ま
た

大
阪
府
、
さ
ら
に
は
日
本
全

体
で
企
業
の
海
外
移
転
が
課

題
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
か

ら
は
こ
の
流
出
を
と
ど
め
る

取
り
組
み
が
大
学
と
の
連
携

の
中
で
期
待
さ
れ
て
い
る
」

　
―
連
携
の
受
け
入
れ
態
勢

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
産
学
連
携
に
お
い
て
当

大
学
で
は
地
域
連
携
研
究
機

構
が
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
機
構
は
民
間
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
い
た
人
た
ち
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

雇
用
し
、
先
生
の
シ
ー
ズ
と

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
つ
け

て
い
る
。
さ
ら
に
金
融
機
関

と
も
連
携
し
、

産
学
官

金

と
い
う
形
を
作
っ
て
い

る
の
も
特
徴
だ
」

　
―
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

活
動
は
。

　
「
大
学
か
ら
中
小
企
業
に

声
を
か
け
て
も
対
応
す
る
体

制
が
な
く
、
乗
り
出
せ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
企
業
訪
問

の
中
で
連
携
で
き
そ
う
な
案

件
を
見
い
だ
し
、
大
学
に
持

ち
込
ん
で
結
び
つ
け
る
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
先
生
の

研
究
内
容
を
よ
く
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
時
間
の
あ

る
時
に
は
積
極
的
に
研
究
室

を
訪
ね
て
も
ら
っ
て
い
る
」

　
「
府
立
大
学
は
垣
根
の
な

い
大
学
を
目
指
し
て
き
た
。

地
域
連
携
研
究
機
構
は
産
官

学
連
携
の
促
進
や
公
開
講
座

や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て

地
域
貢
献
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
一
方
で

世
紀
科
学

研
究
機
構
で
は
部
局
間
の
垣

根
も
取
り
払
い
、
学
部
を
超

え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

実
践
し
て
い
る
」

　
―
南
大
阪
の
地
域

的
な
取
り
組
み
は
。

　
「
堺
に
は
刃
物
な

ど
の
伝
統
産
業
が
あ

り
、
こ
こ
で
も
次
の

付
加
価
値
創
出
を
目
指
し
た

共
同
研
究
が
２
、
３
件
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
堺
市
が
産
学
連
携
に
対
し

て
府
大
に
資
金
を
出
し
て
く

れ
て
い
る
。
伝
統
産
業
だ
け

が
対
象
で
は
な
い
が
、
堺
市

内
の
中
小
企
業
と
の
連
携
で

委
員
会
に
採
択
さ
れ
る
と
補

助
金
が
出
る
仕
組
み
。
堺
市

以
外
の
自
治
体
と
も
連
携
は

進
ん
で
い
る
」

　
―
地
域
の
企
業
に
要
望
は

あ
り
ま
す
か
。

　
「
大
学
と
し
て
は
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談

し
て
頂
き
た
い
。
府
大
は
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
材
料
、

バ
イ
オ
な
ど
広
い
テ
ー
マ
で

強
み
が
あ
る
。
放
射
性
物
質

を
測
定
で
き
る
施
設
も
あ

り
、
輸
出
検
査
な
ど
に
も
答

え
て
い
る
。
相
談
を
受
け
れ

ば
、
課
題
は
解
決
で
き
る
」


